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【要約】

　国が推進する「地域包括ケアシステム」において、薬局には「かかりつけ薬局の機能」

に加えて、「健康サポート機能」も求められている。

　一方、薬学教育においては2015年度入学者から学習成果基盤型教育が導入され、薬剤師

に求められる基本的な資質を掲げた改訂モデル・コアカリキュラムが適用されており、こ

のカリキュラムにおいて、実務実習は基本的な資質を習得する最も重要な場と位置付けら

れている。

　この流れを受け、就実大学薬学部附属薬局において2021年度の薬局実務実習期間中に、

実習生を主体とした「健康サポート機能」の一例となる測定・相談会を試みた。その結果、

指導薬剤師及び参加した実習生の成果報告と感想から、基本的な資質を習得する上で健康

サポート活動に実習生が主体的に参加することは非常に有効と思われた。

１．はじめに

　厚生労働省から示されている『「患者のための薬局ビジョン」～「門前」から「かかり
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つけ」、そして「地域」へ～』１）では、地域包括ケアシステムの中でかかりつけ薬剤師・

薬局は、３つの機能（患者の服薬情報の一元的・継続的把握、24時間対応・在宅対応、医

療機関との連携）を果たし、患者本位の医薬分業を実現することが望まれている。

　さらに、これからの薬局・薬剤師には、薬に関する「かかりつけ薬局」の機能に加えて、

「対物業務」から「対人業務」に重点を移して、地域住民の健康を維持・増進して病気を

未然に防ぐよう働きかけるという「健康サポート機能」やがん患者等に対する「高度薬学

管理機能」も有することが求められている。

　一方、薬学教育において、2013年に改訂された薬学教育モデル・コアカリキュラム（以

下、改訂コアカリ）２）は学習成果基盤型教育（Outcome-based Education、以下 OBE）の

理論のもとに編成されており、医療人である薬剤師として求められる基本的な10の資質 

として、 ①薬剤師としての心構え、②患者・生活者本位の視点、③コミュニケーション能力、

④チーム医療への参画、⑤基礎的な科学力、⑥薬物療法における実践的能力、⑦地域の保

健・医療における実践的能力、⑧研究能力、⑨自己研鑽、⑩教育能力をあげている。

２．就実大学薬学部附属薬局のこれまでの活動

　就実大学薬学部附属薬局（通称：しゅうじつ薬局）は、2019年８月の開設以来、「学べ

る薬局」を理念に掲げ、「地域の皆様と学び・成長する」ことをテーマに、①実習生の学び、

②教員の学び、③地域の方の学び、という３つの学びを調和させ、相互に充実・成長でき

る取り組みを考え、実践してきた。

　まず、2019年10月の「薬と健康の週間」では、薬局内で来局者に対して肺年齢や終末糖

化産物（Advanced Glycation Endproducts、以下 AGEs）測定を行い、その結果に基づい

た生活指導を行った。2020年の「薬と健康の週間」でも、AGEs測定に加えて、ハンドケ

ア講習会も実施した（図１）。いずれも参加者には好評であり、生活改善に役立つなどの

感想を頂いた３）。

　さらに、開局当初より１階の待合室や２階の研修室を利用して参加型の健康づくり教室

や講演会を計画していたが、新型コロナウイルス感染対策のため展示型に切り換え、月毎

に設定した健康や病気に関する資料を待合室に掲示し、それに沿った商品を販売するコー

ナーを設置して相談者にも対応した。

　また、「しゅうじつ薬局だより」として病気の予防に役立つコラムやおすすめ商品とと

もに、薬学部教員からのメッセージを掲載した広報紙を毎月１回発行して患者様に配布す

るとともに、薬局のホームページや SNS（会員制交流サイト）に掲載するほか、近隣町

内会にも回覧して頂き、患者様及び地域住民の方の健康への意識向上に寄与している。
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図１：2020年「薬と健康の週間」でのハンドケア講習会と AGEs測定の様子

３．実務実習生の取り組み

　医療人である薬剤師として求められる基本的な資質は、薬学部で学んだ知識を基に臨床

実習を通して初めて身につくものである。これまでも薬局にて実習生とともに測定会など

のセルフメディケーション活動を行った坂口らの報告がある４）。

　しゅうじつ薬局には現在３名の認定実務実習指導薬剤師が在籍しており、2021年度は第

Ⅰ期～第Ⅲ期に各２名ずつ実務実習生を受け入れている。本報では、第Ⅰ期（２月22日～

５月９日）、第Ⅱ期（５月24日～８月８日）及び第Ⅲ期（８月23日～11月７日）の実習生

が今後の薬局・薬剤師の在り方を深く理解し、上述の基本的な資質10項目を習得するため

に当薬局にて試みた取り組みについて報告する。なお、実習生には、改訂コアカリにおけ

る「Ｂ .薬学と社会」の「地域における薬局と薬剤師」の General Instructional Objective（以

下、GIO）である「地域の保健、医療、福祉について、現状と課題を認識するとともに、

その質を向上させるための薬局及び薬剤師の役割とその意義を理解する」ための実習とし

て提案し、彼らの参加の意思を尊重した上で取り組んだ。指導薬剤師は、実習生が興味を

持ったテーマや疾患について準備可能な測定機器や方法を紹介し、実習生の主体性を尊重

しながら実施に向けて助言や支援を行った。

３－１．第Ⅰ期実習生の取り組みと成果

　第Ⅰ期の実習生２名は、指導薬剤師と相談の上、テーマとして「糖尿病」を選択し、

2021年４月５日（月）～９日（金）の５日間に「糖尿病予防フェア」と題したイベントを

行った。実習生らはイベント案内のためのチラシやのぼりを作成し、参加者が糖尿病に関

する知識を深めることができるように「糖尿病予防クイズ」を考案した（図２）。
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図２：「糖尿病予防フェア」の案内用チラシと「糖尿病予防クイズ」

　また、実習生らは低カロリー甘味料等の糖尿病予防に有効な商品を紹介するコーナーを

薬局職員と協力して待合室に設置し、商品説明のためのＡ型看板や POPの作成にも携

わった（図３）。さらにイベント期間中は、新型コロナウイルス感染対策を実施しなが

ら、低カロリー甘味料商品の試食会を実施した。

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

図３：案内用のぼり、おすすめ商品コーナーと商品説明用Ａ型看板と POP

　そのほか、今回のイベントの要として、AGEs測定を実施することにした（図４）。

AGEsとは、グルコースやフルクトースなどの単糖が蛋白質・脂質・核酸などのアミノ基

と非酵素的に糖化反応を起こして形成・蓄積される老化物質の一つであり、AGEsが体内

に蓄積すると糖尿病、心疾患、がん、骨粗鬆症、神経変性疾患、更年期障害、歯周病、脂

肪肝、腎疾患などの誘発につながることが報告されている５－７）。「糖化」は血糖値の急激

な上昇や慢性的な高血糖状態、糖とタンパク質の接触時間が長いほど進行するため、加齢
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のほか、甘いものや揚げ物などの酸化物の摂りすぎや不規則な食生活でも上昇することが

知られている。

　実習生は糖尿病予防イベント期間中に来局者に積極的に測定を勧め、計23名に参加して

頂いた。実習生は、測定結果の説明のみならず、AGEs値が基準より高い場合は、糖質や

酸化物の摂取を減らして抗酸化物質の摂取を増やすことや、調理温度の低いメニューを勧

めるなど、AGEsの産生を抑えるための指導も行った。

 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

図４　終末糖化産物測定機器「AGE READER mu」
　　　（オランダ Diagnoptics Technologies B.V.社製）

　また、低カロリー甘味料について調査し、試食会で参加者にその有効性や効果を伝え、
来局者の求めに応じて商品の説明と販売を行った。
　そのほか、当薬局の広報紙である「しゅうじつ薬局だより」に掲載するために、実習生は
「糖尿病」の怖さや合併症予防のためのポイントをまとめた記事を作成した（図５）。

糖糖尿尿病病のの指指標標ににつついいてて  
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岡山市北区田益 1291-1 TEL:086-294-9100 

 ★処方せんの有効期限は発行日を含め 4 日以内です。         薬局 HP 

★営業時間：平日 8 時半～18 時。全国の医療機関の処方せんを受付いたします。 

 

 

薬剤師 柴田隆司 
   

岡山医療センターの処方せんには臨床検査値の一部が印

刷されています。その中に HHbbAA11cc（（%%））という項目があります。

糖尿病を疑われる患者さんでは、この数値の意味を医師から

聞かれておられることでしょう。糖尿病の病態の指標には他

に GGAA（（%%））、、11,,55AAGG（（μμgg//mmLL））などがあります。これらの違い

は何でしょうか。 

HHbbAA11cc（（%%））は糖化ヘモグロビン（血液内の糖とヘモグロビンのタンパク質の側鎖アミノ基とが化学

反応したもの）の比率です。通常のヘモグロビンよりも短命であり、過去 1～2 ヶ月の血糖変動の指

標となります。溶血性貧血、肝硬変、鉄欠乏性貧血、異常ヘモグロビン血症などによる影響を受け

易いようです。 

 GGAA（（%%））は糖化アルブミンの比率です。赤血球寿

命に影響されない特徴があるものの、低栄養状態

ではアルブミン代謝の低下により異常高値を引き

起こすことがあるようです。過去 2 週間の血糖状

態を示すとされています。 

 11,,55AAGG（（μμgg//mmLL））は尿糖出現すなわち血糖上昇を

速やかに反映する糖尿病で鋭敏かつ特異的に減少

する性質があります。食事等の影響を受けず随時

血液で対応できることから利用されています。GA

（グリコアルブミン）が上下する前に変化すると

され、特定期間または短期間の血糖変動の指標と

なります。 

 他にも、空腹時血糖値、75g 経口糖負荷試験

（OGTT）2 時間値、随時血糖、AGE（後期糖化反応

生成物）などが知られています。検査値の詳細は

薬局までお問合せ下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

糖尿病には 1 型と 2 型があり、全体の９割を占める 2 型糖尿病は生活習慣の乱れによって血糖値の

高い状態が続く病気です。糖尿病で怖いのは「合併症」であり、神神経経（（しし））、、目目（（めめ））、、腎腎臓臓（（じじ））

に障害が出やすいのです（「「ししめめじじ」」と覚えて下さい）。これらの合併症が進行すると、透析療法が必

要になり、失明、壊疽などが起こることがあります。 

2 型糖尿病の予防と治療の基本は、「食事」と「運動」です。 

★★食食事事ののココツツ  
●お茶碗をひひとと回回りり小小ささいい物物にする 

●調理方法を工夫する 

同じ食品でも、調理法でエネルギー量はずいぶん変わります。 

「揚げる」よりも「蒸す」「ゆでる」などの料理を選びましょう。 

●お菓子は量を控えめにする 

クッキー、ケーキ類、キャラメル、コーラ等の糖化した食品はなるべく控えましょう。 

●食後血糖値の上昇を抑える食べ方をする 

野野菜菜→→たたんんぱぱくく質質（（魚魚・・肉肉・・卵卵・・豆豆腐腐ななどど))→→ごご飯飯ややパパンンなどの順で食べることで、血糖値の急激な

上昇を抑えます。よよくく噛噛んんでで、、ゆゆっっくくりり楽楽ししんんでで食食べべるると満腹のサインが脳に伝わりやすく、食欲

が抑えられます。 

★★運運動動ののココツツ  
体体をを動動かかすすとと筋筋肉肉ががエエネネルルギギーーととししてて

糖糖質質をを利利用用すするるので血糖値が下がりま

す。 

●テレビをみながら、スクワットやストレッチを

する 

●家事をする 

早歩き 5 分は掃除機かけ 5 分と同じくらいの

運動量です。 

●できるだけ階段を利用する 

  

★次回は脂質異常症についてのお話です。 

糖糖尿尿病病  

新新型型タタババココのの危危険険なな真真実実  

★ヒント★ 
太陽は『日』、お月様は『月』と
言い換えると・・・ 

★漢字クイズの答え★ 北京（背景から日と月をとる） 

しゅうじつ薬局だより第 22号 

             

プラス 

エネルギー量 高 低 

ほほんんのの  

ひひとと工工夫夫！！ 

ながら 

新型タバコは 
紙巻タバコと 
どう違うの？ 

HHbbAA11cc((%%))  

GGAA((%%))  

11,,55AAGG((µµgg//mmLL))  

紙巻タバコよりも 
健康被害は少ないの？ 

55 月月のの  
ししゅゅじじつつ薬薬局局  

イイベベンントト  

素素朴朴なな疑疑問問ににおお答答ええししまますす！！  

ヘモグロビンエーワンシー 

高いほど 
よくない 

低いほど 
よくない 

1,5 アンヒドログルシトール 

グリコアルブミン 

背背景景にに『『太太陽陽』』もも『『おお月月様様』』もも

なないい場場所所ははどどここででししょょううかか？？  
nazo2.net より 

 

図５：しゅうじつ薬局だより第22号（2021年５月配布）
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　第Ⅰ期の実習期間中、山陽新聞社の企画「知を生かす～地域と大学～」（県内の大学の

地域貢献活動を紹介する内容）の担当記者より、当薬局の実習生による活動などについて

取材を受けた。山陽新聞の朝刊紙面に掲載された記事を下記に示す（図６）。

 図６：山陽新聞　「知を生かす～地域と大学～」（2021年４月25日朝刊）

３－２．第Ⅱ期実習生の取り組みと成果

　第Ⅱ期の実習生２名は、指導薬剤師と相談の上、テーマとして「高血圧」を選択し、

2021年７月１日（木）～９日（金）の土日を除いた７日間に「おみそ汁の塩分測定会」と

題したイベントを行った。彼らはイベント案内のためのチラシを作成するとともに、来局

者に高血圧に関する知識を深めてもらうことを目的として、食事における減塩の工夫につ

いて調べた結果を資料にまとめて配布した（図７）。また、薬局が取り扱う商品の中から

高血圧予防に有用な商品として数種類の減塩食品を薬局職員と相談して選択し、商品のサ

ンプルを手配して POPや資料作成に参加し、それらを紹介するコーナーを待合室に設置

した（図８）。
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図７：「おみそ汁の塩分測定会」の案内用チラシと減塩の工夫についての資料

　今回のイベントの要である「おみそ汁の塩分測定」においては、自宅で調理したおみそ

汁を参加者にご持参いただき、高精度デジタル塩分計（SO-304：TANITA製）を用いて塩

分濃度を測定した。おみそ汁の重量と塩分濃度から塩分量を算出し、塩分チェックシート

（監修：社会医療法人　製鉄記念八幡病院理事長　土橋卓也先生）を用いて参加者の塩分

摂取状況を把握して、その結果とおみそ汁の塩分濃度から減塩についてアドバイスを行っ

た（図８）。料理に入っている塩分量の一覧を参考にしながら、塩分が多く入っている食

事の代表例を紹介し、既往症を確認した上で醤油やドレッシングなどの効果的な使い方、

香辛料や香味野菜の推奨、野菜・海藻類の積極的摂取を勧めた。さらに、手軽に始められ

る減塩方法として、減塩商品の紹介も行い、希望者にはサンプルを配布した。

 

図８：減塩商品のコーナー、デジタル塩分計など
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３－３．第Ⅲ期実習生の取り組みと成果

　第Ⅲ期の実習生２名は、指導薬剤師と相談の上、厚生労働省等が主催する「薬と健康の

週間」（10月17日～23日）中の2021年10月18日（月）～22日（金）に、AGEs測定と薬を

服用する際に役立つ商品を紹介するイベントを行った。彼らはイベント案内のためのチラ

シを作成するとともに、AGEsについて学び、多くの服薬サポート商品の中から特に有用

な商品を薬局職員と相談して選択し、POPや資料を作成し、専用のコーナーを待合室に

設置した（図９と図10）。また、「しゅうじつ薬局だより」（2021年11月号）に服薬サポー

ト商品を紹介する記事を掲載して、来局者に配布した。

 

図９：「薬と健康の週間」イベントの案内用チラシと服薬支援商品を紹介する資料

図10：服薬支援商品を紹介するコーナーと POPと説明文

・期間 10月18日(月)～22日(金)

・時間 ９：００～１７：００

・費用 無料

● 服薬サポートグッズ紹介

お薬をのむ時に困ることはありませんか？
お薬をのみやすくするアイテムやお薬の管理に役立つ
グッズをご紹介します！
実際に見て、体験できます！

● 体内糖化度(こげつき)検査

体内に蓄積されている老化物質の状況がわかります。
測定器に腕を置くだけなので簡単！

(所要時間は５～１０分程度です。)

(混雑時は、ご希望に添えないことがございます。ご了承ください。)

しゅうじつ薬局では、お薬(一般用品やほかの薬局のお
薬も可）以外に食事や栄養・防災などの相談も受け付け
ております。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
マスク着用でのご来局をお願いいたします。

楽にお薬がのめる！
いつ飲んだかわかる！
今日飲んだか確認できる！
そんな便利アイテムも用意し
ています！

毎年好評！
定期的健康チェック

InstagramTwitterHP

〒701-1154
岡山市北区田益1291-1
TEL：086-294-9100
FAX：086-294-9181
営業時間／月～金 8：30～18：00

URL：https://kusuri.shujitsu.ac.jp/

２２００２２１１年年
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３－４．実習生の感想

　第Ⅰ期の実習生２名に対して「糖尿病予防フェア」について感想を聞いたところ、両名

ともに「わかりやすく伝えることの重要性」を一番に挙げた。

　具体的には、まずチラシや資料作成などの事前準備において、①興味を感じる内容にす

ること、②イラストや表を用いて見やすく、わかりやすい内容にすること、③専門用語の

羅列ではなく、一般の人がわかりやすい表現にすること、の３点について工夫を重ねたこ

とであった。

　次にイベント期間中の感想としては、

　・参加者に説明や助言を行うことで「伝えること」と「伝わること」の違いを実感 

し、専門用語ではなく相手が理解できる言葉に置き換えて伝え、相手が理解・納得

して、さらに行動に移す（伝わる）ように働きかけることの大変さを痛感した

　・イベントへの参加を積極的に呼びかける体験が貴重であった

　・服薬指導よりも緊張しないで対応できたので、貴重な体験だった

　・相手に合わせて「伝わる」ように工夫して説明するよう意識した

　・伝わった時の喜びと達成感が得られた

　・様々な背景を持つ参加者と「言葉のキャッチボールをする」ためには、糖尿病以外の

疾患や薬物治療の知識のほか、OTC医薬品や健康食品などの幅広い知識が必要であ

ることを実感した

　・測定結果が数値で示されることで参加者の生活改善への動機付けになることを実感

し、薬局で測定会をすることは参加者の食生活をはじめ健康への意識を高めるため

に意味があると感じた

　・若い世代にも測定してもらい、早期から健康意識を高めるとよい

　・参加者の今後の経過を確認できないのが残念だ

　・事前準備を処方箋調剤実習と並行して行うことが大変だった

などがあげられた。

　第Ⅱ期の実習生も第Ⅰ期の実習生と同様に、事前調査が自分の知識を増やす機会に繋

がったこと、イベント参加者にアドバイスができた達成感と幅広い知識を身につける必要

性を感じたことを感想として挙げていた。

　第Ⅲ期の実習生は、大学と現場で学ぶ内容の違いを挙げ、患者目線で考える大切さをあ

げた。具体的には、コンプライアンスを向上させる方法として大学では剤形の工夫や嚥下

困難者への対応などを学んだが、薬局では様々な服薬サポート商品（スポイドをはじめオ

ブラートやとろみ剤、外用薬を塗布する補助具、点眼補助具、服薬管理ケースやカレンダー

等）とそれらの使用法を調べ、サポート商品が必要な患者像を想定しつつ、患者の視点に

たった説明が求められることを実感していた。また、印象に残るような POPや商品説明

文を作成するために工夫を重ねた分、出来栄えには満足していた。
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４．考察と今後の課題

　この第Ⅰ期～第Ⅲ期の実務実習期間中のイベントにおいて、実習生らは大学で学んだ疾

病・薬に関する知識を基礎とし、現場では糖尿病や高血圧に関する病識をはじめ、生活習

慣病予防のための食事や運動の重要性を実感できていた。また、彼らは薬局で取り扱う商

品のうち、病気の予防に役立つ保健機能食品（特定保健用食品・栄養機能食品・機能性表

示食品）やその他の健康食品をはじめ、服薬を支援する商品について調べることで、それ

らの違いや商品を選択する上で検討すべきポイントなどを学ぶことができた。さらに測定

や商品の説明・販売を通して、薬剤師に求められているコミュニケーション能力の本質と

その重要性、「伝える」から「伝わる」ための工夫、薬や商品に関する基礎知識の必要

性、接客のやりがいや販売による達成感と責任感をも実感することができた。

　今回のイベントにおける彼らの学びは処方箋調剤にも通じるものであり、かかりつけ薬

局に求められる要素を含んでいる。これからの薬局は、患者本位の医薬分業を実現するこ

とが望まれており、「対物業務」から「対人業務」に重点を移して、薬に関する「かかり

つけ薬局」の機能に加えて、地域住民の健康を維持・増進して病気を未然に防ぐために具

体的に支援する「健康サポート機能」が求められている。彼らは、イベントを通じてこれ

からの薬局のあるべき姿（薬局が住民の健康維持と病気の予防に貢献できる施設となる）

を体験し、自身が薬剤師として求められる姿（コミュニケーション能力や地域の保健・医

療における高い実践的能力を有する薬剤師）を実感できたと思われる。

　さらに、薬学教育において改訂コアカリが求める「薬剤師として求められる基本的な資

質」 の10項目のうち、半数以上を身につける方法として有効であったと考える。

よって、薬局実務実習期間中に実習生を主体とした測定・相談会を行うことは、実習生が

薬剤師としての基本的な資質を習得し、プライマリケアやセルフメディケーションの方法

を学んで「地域住民の健康サポートを積極的・具体的に実施する」という将来の薬剤師・

薬局像をイメージする上で非常に有効であると考える。

　今後の課題として、彼らが感じたイベントの準備と実施の負担を軽減するために、イベ

ント広報用チラシのひな型を準備し、過去のイベント関連資料を見本として提示するほ

か、OTC商品に併せて栄養機能食品について早期に実習を行い、生活習慣改善の相談対

応のためのロールプレイの時間を増やす予定である。

５．おわりに～薬局・薬剤師のあるべき姿としゅうじつ薬局の役割～

　冒頭に述べた「患者のための薬局ビジョン」が公表されるより前に、政府は平成25

（2013）年６月に策定した「日本再興戦略」において、「薬局を地域に密着した健康情報の

拠点として、一般用医薬品等の適正な使用に関する助言や健康に関する相談、情報提供を

行う等、セルフメディケーションの推進のために薬局・薬剤師の活用を促進する」と記し

ている８）。
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　これを受け、近年の社会情勢の変化を踏まえた望ましい形のかかりつけ薬局を推進する

ための指針として、平成26（2014）年１月に厚生労働省医薬食品局総務課より、「薬局の

求められる機能とあるべき姿」９）が公表された。この中で、薬局・薬剤師に求められる

機能に関する基本的な考え方として、以下の６点があげられている。

１）最適な薬物療法を提供する医療の担い手としての役割

２）医療の質の確保・向上や医療安全の確保の観点から、医療機関等と連携してチーム医

療を積極的に取り組むことが求められる

３）在宅医療において、地域における医薬品などの供給体制や適切な服薬支援を行う体制

の確保・充実に取り組むべきである

４）医薬品や医療・衛生材料などの提供拠点としての役割に留まらず、後発医薬品の使用

促進や残薬解消といった医療の効率化について、より積極的な関与も求められる

５）セルフメディケーションの推進のために、地域に密着した健康情報の拠点として積極

的な役割を発揮すべきである

６）患者の治療歴のみならず、生活習慣も踏まえた全般的な薬学管理に責任を持つべきで

ある

　これらを具現化するために厚生労働省から「患者のための薬局ビジョン」1）が提示され、

地域包括ケアシステムの中で、服薬情報の一元的・継続的な把握や在宅での対応を含む薬

学的管理・指導などの機能をかかりつけ薬局が果たし、ひいては地域で暮らす患者本位の

医薬分業を実現することが求められている。

　この流れに沿って、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律」（薬機法）が令和元（2019）年12月に改正・公布された10）。この改正では、薬剤師

法第25条の２第２項として、調剤後から次回来局までの期間においても患者の薬剤使用状

況を継続的に把握し、必要な情報を提供して薬学的知見に基づく指導を行うよう規定され

た。薬局において服用期間を通じた継続的な薬学的管理と患者支援（フォローアップ）が

2020年９月から義務化され、同時期に遠隔（オンライン）服薬指導も導入された。当薬局

では、薬剤師がフォローアップすることが望ましいと判断した場合に積極的に患者に声掛

けし、患者の同意を得て実施しており概ね好評である。オンライン服薬指導についても条

件が整い次第、実施する予定である。

　一方、改訂コアカリは10年後の薬剤師像を見据えた内容になっており、薬剤師に求めら

れる資質を醸成するために質の高い体験型実習を求めている。このカリキュラムは、2022

年度に更に改訂が予定されており、臨床に関する内容、在宅医療対応のための介護分野の

内容、OTC対応や健康サポート機能への取組みにより地域住民の健康増進を進めるため

の内容、感染症や治療薬・ワクチンに係る内容、コミュニケーション能力に係る内容を充

実するよう検討されている。さらに、災害対応やがんなど疾患領域に応じた専門性や他職

種との連携なども盛り込むよう提案されている。
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　大学は、上記のような幅広い役割を担う今後の薬剤師像を意識した教育が求められるこ

とになり、当薬局も「薬学部附属薬局」として、この流れを理解して変化に柔軟に対応し、

多職種と連携するために「医療人として共有すべき価値観」や「今後薬剤師に求められる

資質」を育む場として貢献していきたい。
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